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っていいね！
　はじめに
　高齢になっても、体力が衰えてきて人の手助けが必要になっても、住み慣れた地域に安心して過ご
せる居場所があること、気心の知れた仲間と集えることが、毎日の生活を送るうえでとても大切です。
彦根市内には116ヵ所（R3.12 月末現在）のサロンがありますが、コロナ禍はこれらのサロンに活動縮小
や休止などの大きな影響を与えました。外出できずに閉じこもりがちになり、体力が落ちたり認知症
の心配が増えたこと、さらに、日頃の人と人とのつながりが断たれてしまったことにより、集うことの
大切さに気づかされました。
　新型コロナウイルス感染症の流行から2 年。新しい生活様式で暮らすようになった今、サロンや集
いの場も工夫をこらして運営されています。そこで聞こえてくるのは「やっぱりみんなで集まるってい
いな」「人とのつながりって大事やな」という声です。
　この冊子では、改めてサロンや集いの場の目的 ·意味、サロンがもたらす効果について伝え、コロナ
禍での活動やヒント、多様な集いの場について紹介します。集まりたいけど迷っている、どうやって開
催すればいいのか悩んでいる、こんな時こそ新しく立ち上げたい！�という方の背中をそっと押すこと
ができる手助けになれば幸いです。

　コロナでサロンを休止する時期もありましたが、その間もサロンからお
便りを出していました。サロンの参加者から「便りを楽しみにしているよ」

「サロンはいつ始めるの？」といった手紙の返事があったことはとても嬉し
く、活動を続けるうえでの励みになりました。
　現在は時間短縮して、月 1 回の “ ちょこっとだんらん ” を開催しています。
ボランティアも決して無理はせず、参加者はもちろん、ボランティア自身
も楽しむことを大切に活動を続けています。

　毎月 1 回とても楽しみにしています。一人暮らしなので、家で
は話すこともないですが、サロンへ来ると馴染みのみなさんに出
会えて、顔を見て話すことができて楽しいですし、とてもありが
たいです。ずっと通っている、ここのサロンが大好きです。

サロン参加者

旭森学区
正法寺町サロン運営者

コロナの影響と向き合いながら活動しているサロンへプチインタビュー！
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サロンって？
　サロンは、地域の住民同士が気軽に集まる場で
す。自治会館やお寺、公園や庭先など、集まる場所
もさまざま。おしゃべりや手芸、カフェや健康体操
など何をやるかも自由。どんなサロンにするかは運
営者や参加者が話し合って決めています。
　地域の豊かな人間関係をはじめ、お互いに助け
合い ·支え合う関係を作り出す継続的な地域活動と
して、“個 ”と “ 社会 ” をつなぐ拠点として「サロン」�
活動が期待されています。

フレイルとは、加齢によって体の機能や能力が衰え、社会とのつながりが希薄化し、介護が必要な一歩
手前となった状態を表します。コロナ禍が長期化する影響で、このフレイル状態の人が増加しています。
自宅にいる時間が増え、外出や運動時間、人と会う機会が極端に減ったことなどが、フレイル増加の大
きな要因となっています。

サロンがめざすもの
　サロンは構えず、気軽に取り組めるものです。ご
近所や好き寄りの人たちが集まって、こんなサロン
を作ろう！楽しもう！と、声を掛け合って仲間を誘
い合って作っていけるものです。
　みんなが集まって、「楽しく」「気軽に」「無理なく」
「自由に」過ごせる集いの場をめざしましょう。
サロンはみんなの拠りどころです。

サロンの目的・効果
　そこに行けば誰かがいる、誰かと話ができる。
そのために外出する気力が生じ、人と顔を合わせる
ことで生活のリズムやメリハリができる。サロンは、
その人の暮らしを支える魅力ある活動です。

★閉じこもりの防止、見守り合いにつながる
★無理なく体を動かせる、運動できる
★外へ出ることで、身だしなみに気を配るようになる
★仲間づくりや趣味友達、生きがい · やりがいに
　つながる
★困りごとや心配ごとを相談できる

　サロンには身体的 ·精神的に日常生活を元気にす

るたくさんの“ 効果 ”があります。

仲間づくり地域での

つながり

生活の質の
向上

見守り
生きがい
やりがい

認知症予防

健康増進

困りごと相談

介護予防

サロンから“つながり”づくりサロンから“つながり”づくり

知っトク・コラム① フレイルって何？
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サロン活動で大切にしていること
　年をとってもみんな元気で過ごせるように、
普段からお互いに「見守り合い・助け合い」をし
ています。3ヶ月毎に専門職（地域支え合い推
進員や地域包括支援センター）と一緒に「見守
り会議」を開催しています。支援が必要な場合
は早期につながるようにしています。

コロナ禍の中で
コロナ感染予防のために少し休止しました。
　「会えないことは、やっぱり淋しいなあ」
　「家から出なあかん」「おしゃべりも大事」
そんな思いを大切に、これからもサロンを楽し
く続けていきたいです。

活動内容
　外部からゲストを招いて
　　・エレクトーン演奏・歌・健康体操　など
　みんなで相談して内容を決めている
　　・お花見・グラウンドゴルフ
　　・季節を感じる手作りお菓子
　　・おしゃべり

▲歌や健康体操もしています

▲栄養士の方から健康の秘訣を聞いています

サロン紹介その１

はじまりは、集会所の有効活用☆
　「集会所が使われていないのはもったいない」と月1
回集会所を開放しましたが、参加者が増えませんでし
た。そこで、有志で話し合いました。「自治会の住民も
高齢化してきたね」「自治会の住民同士の顔がわかると
いいね」「交流する機会を作り、みんなが元気で過ごせ
るといいなぁ」そんな思いが形になり、サロンが立ち
上がりました。

知っトク・コラム② 見守り会議って何？
見守り会議は自治会単位でサロンやボランティアグループ、老人会等が主体となって、普段の暮らしの “ さり
げない見守り”や “ ちょっとした気にかけあい ”の中で、「気になるな」「心配だなあ」と気づいたことを情報
交換し、振り返る場です。会議に市社協の地域支え合い推進員や地域包括支援センターの専門職も参加する
ことで、地域課題の早期発見・早期対応につながります。お互いさんで支え合うまちづくりを応援しています。

ニコ（niko）っとサロン
家から出なあかん！ お互い元気で長生きしよう！

● 佐和山学区　原町東団地
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コロナ禍の中での気づき、やりがい
　日常の集まりもいろいろな制限を受ける中コ
ロナで話をする機会もなくなり、地域の人から
「サロンを開いて」との声が上がり、その声が支
えとなり活動を続けています。改めて人がつな
がることの大事さを感じ、お寺でのサロン活動
が人と人とをつなぐ “ 絆 ” を深めています。
　お寺の本堂は広いので、コロナ対策を実践し
開いています。風通しを良くして参加者同士の
距離を確保しながら活動を続けています。サロ
ンの目的の一つは高齢化を見据えた介護予防の
意識。自粛によるストレスやフレイル予防を意識
し、参加者のペースに合わせた進め方や無理な
くできる体操などを実践しています。

サロン活動で大切にしていること
　もともとお寺は門徒が集まる集いの場の一つ
でした。普段からつながりを大事にしている地
域ですが、あいさつや声掛け、人と会うことが
少なくなっていく日常を気に掛け、サロンでは顔
を見て話をすること、みんなを気に掛けてつな
がりを深めることを大切にしています。
　お寺に行けばみんなの様子が分かる―。
活動の場＝お寺は自分たちのもの、みんなの拠
りどころとなっています。

参加者の声
・家にいることが多いのでみんなで楽しく話して
集まれることが嬉しいです。
・体を動かす機会もずいぶん減ってきたので、サ
ロンに “ 行く”ことで張り合いが出ます。

▲広い空間で余裕を持って体を動かせます

はじまりは、声かけから☆
　お寺の本堂を会場にしたサロンは、始めてか
ら20 年を越えました。きっかけは住職が民生
委員をしていた時のこと。市や関係機関から集
いの場の開設の話を持ち掛けられ、「自分がこ
の地域でできることを始めてみよう」と思った
のがスタートでした。

サロン紹介その 2

にこにこクラブ
お寺で集う“なごみ”の場

● 鳥居本学区　仏生寺町

▲地域の人の憩いの場になっているお寺の本堂 ひとことメッセージ

“ なごみ ” を感じられる場所をこれからも
作っていきたいと思っています。みんなが
楽しく集えるのがサロンの魅力の一つ。
細々とでもいいから“ 続けていくこと ” が
大事だと思っています。
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参加者の声
　家にいたら、一日中誰とも会わず、
話すこともなく時間が過ぎていく
けれど、ここに来たら気心の知れた顔なじみと
しゃべって、笑い合って、それだけで気持ちが晴
れ晴れします！

▲インストラクターの動きに合わせて楽しくストレッチ！

はじまりは、住民アンケート☆
　稲枝町東で2020 年 10月から始まった「駅前
いこいの広場」は、当時の福祉部長が、コロナ
禍で自宅に引きこもりがちになった住民に向け
て、町公民館を利用したサロンなど何かできな
いか、住民の要望などを聴くために実施したア
ンケート調査結果から生まれた健康づくりの居
場所です。結果から、体をほぐす体操などを希
望する住民が多く、体に不安があることがわか
りました。そこで、町内に住むスポーツインスト
ラクターに協力をお願いしたところ、月1回の
指導を快諾いただき、体操教室が開講しました。

活動内容
　稲枝駅前の公民館で約 1時間、自宅でも行え
るように丁寧な説明を受けながら、ストレッチ
や筋肉を鍛える体操で、からだ全体を無理なく、
気持ちよく動かしています。この他に、月2～
3 回は住民だけで集まって、DVDを観ながら金
亀体操で体をほぐします。いずれの回でも、体
操後30 分程度のおしゃべりタイムが何よりの楽
しみ。ときには、最近顔を見かけない近所の方
について、「どうしてはるかな」と心配したり、「そ
んなら、様子を見に行ってみるわ」と、地域の
見守り合いの輪が広がっていきます。

足腰が弱ってきても気軽に参加してもらいたいとの思
いから、自治会からの補助金と彦根市社協の見守り合
い助成金も活用して、玄関と裏口に手す
りとステップを設置し、段差を解消。
今まで以上に集まりやすい場所に
なりました♪

ひとことメッセージ

サロン紹介その 3

駅前いこいの広場
心もからだもポッカポカ♪
笑顔で集う時間がなによりの栄養源！

● 稲枝地区　稲枝町東
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サロン活動で大切にしていること
　めざすのは、子どもから高齢者まで、みんなが
気軽に集える場。みんなが集まる中で、やりたいこ
とが出てきて、一緒に場を作っていきたいと思いま
す。集える場があること、知った人としゃべれるこ
とが何よりの楽しみで、長続きする秘訣。にこやか
な笑顔に会えると、自分も笑顔になる。そんな、み
んなが笑顔で過ごせて、ほっこりできる場でありた

いと思います。
　また、サロンの立ち上げをきっかけに、町内のこ
とを話せる場ができました。困ったときに「助けて」
と言える関係を作っていくには、『場』があっては
じめて、ご近所同士のふれあい・つながりができ
るのだと思います。サロンが世代間交流やコミュニ
ケーション、ふれあいの場の起点になり、つながっ
ていけることが大事だと思います。

みんなで話し合いを重ね、ようやく一歩
を踏み出せました。1年かけて準備して
きて良かった！�何より、みんなが一緒に
考えてくれることは自信と後押しになりま
した。きっかけを作っていくことが、次
につながっていくのだと感じています。

立ち上げで工夫していること
　自治会、老人会、民生委員が集まって話し合う場を持
ちましたが、「コロナ禍のこの時期にする必要があるの
か」という声もありました。このため、場の持つ意味、
これからの池州町のために何が必要かを共有しながら話
し合いを重ね、「今できることから準備をしていこう」と、
住民みんなの声を聞く全戸アンケートも実施しました。

10月 24日に第 1回のサロンを迎えるこ
とができました。コロナ感染対策は必須
ですが、誰かが主になって進んでいくこ
とも大切です。町内でのつながりをつく
り、顔がつながることで変わってきます。
仲間と一緒に立ち上がってくださいね。

▲見守りと声かけで元気を確認

はじまりは、気に掛け合う関係づくり☆
　高齢化が進み、自治会行事も年々縮小する中、昔ながらのつ
ながりが薄れてきていると感じていたところに、コロナ感染拡
大が拍車をかけ、顔を合わせる機会がほとんど無くなってしま
いました。「このままでは手遅れになってしまう」という危機感
の中、今だからこそ住民みんながつながれる『集いの場』が必
要だと思い、サロンを立ち上げることになりました。

▲いろんな世代が顔を合わせて、会話が弾みます

ひとことメッセージ

サロン紹介その 4

池州町サロンクラブ
みんなで一緒に楽しむ居場所

● 城西学区　池州町
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まずは、話し合おう！
・自治会、老人会、民生委員、ご近所さんなど、仲間を集めよう
・これから「やりたいこと」「地域に必要なこと」を出し合おう
～社協の地域支え合い推進員や地域包括支援センターもお手伝いします～

集いの場を

デザインしよう

集まるのは
まだまだ不安

集いの場を
やってみよう

屋外で… 屋内で…

訪問型

オンライン

交流型

見守り訪問
訪問して声をかけたり、
電話をしたり。手紙や交
換日記などもオススメ！

Zoomでつながろう
ボランティアによる体操や演
奏、学習会などをオンライ
ンでチャレンジ！ 体を動か
すこと、食生活のポイント、
口腔ケアの方法など、おう
ち時間の過ごし方も。

アイデアを出し合って、参加者
がやりたいことを楽しめる場を
みんなでつくりましょう。　

備品や助成金など「やってみた
い」を応援してくれるものは、
どんどん活用しましょう。

参加費、自治会からの補助、資
源回収など、運営費の確保も忘
れずに。

茶話会
顔を合わせて、みん
なでしゃべることが
何より楽しいですね。

多世代交流
昔遊び、ゲーム、季節のイベント
など、子どもも若い世代も一緒に、
楽しくつながれる場に。

体操・散歩など
外で体を動かしてみま
しょう。軽スポーツも
面白いかも。

　サロンは、みんなが参加者であり、運営者。やりたいことを提案したり、
自分の得意なことを教える側にまわったり。みんなでアイデアを出し合い
ながら、場を作っていきましょう。参加できる場が、人とのつながりをつく
る『社会参加』の場となります。また、自分の役割や生きがいを活かせる
主体的な参加が『介護予防』につながります。 多様な集いの場を見てみよう

次ページへ go

やっぱり
リアルが一番

集うカタチは
一つじゃない

「待つ」から
「出向く」へ

どんな場にしよう 活用できるもの 運営や資金のこと

「自分のまちにも “ 集う場 ” があるといいな」と感じる人が

増えている今だからこそ、日頃からの「つながり」を見直す

チャンス！ さぁ、一緒に考えてみましょう。
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な集いの場を
ご紹介！

子どもも大人も

自宅を開放して

　中薮町南部の地蔵盆では毎年、サロンのみなさん
が手作りのゲームで子ども達をお出迎え。子ども達は
夢中で遊んでいます。高齢者、子ども、その親世代と
自然に顔なじみになってきます。

　幸町の『ひまわり会』では、毎月第１・第３水曜日の
９時から金亀体操を行っています。
　時間は40 分位で、ストレッチや普段使わない筋肉
を鍛えたり、有酸素運動もあります。地域の皆さんが
集まれる居場所となっています。

青空の下で

　毎週木曜日の午後、グリーンハイツ自治会の中で青
空野菜市が開かれています。(屋外なので、雨が降っ
たらお休み)玄関前に、ご夫婦が育てた新鮮なお野
菜がズラリ！続々とご近所の方が集まってこられます。　　
　「毎週、楽しみにしてるんよ」と笑顔で話す一人暮
らしのお母さんも。何気ない日常の中に、気軽に集
える場があるって素敵ですね。

　原西団地福祉部ボランティアさんが自宅の駐車場に
テーブルと椅子、そして一冊のノートをおいておられま
す。「散歩のついでに寄ってね！」と声かけをされ、近
況をノートに書いたりお話したりする居場所になって
います。

体操を中心に
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　一人ひとりが持つ「多様性」を認め合うことが大切に考えられるようになってきました。
集いの場（サロン）も、自由でいろいろな形があってもよいものです。
そういった多様な集いの場を紹介します。

認知症の方と一緒に

誰でも立ち寄れるカフェ

� 最近、地域の中で増
えている「空き家」。防犯防災上の課題ともなっ
ていますが、それを上手に活用して近所の皆が集
まれる共有スペースとして活用されている地域も
あります。

　「みんなでおしゃべり
しましょう」というだけ
では集まりにくい方もおられます。釣りをしたり、
たき火を眺めたり、またはお酒を飲んだり。なに
かすることがあった方が男性は落ち着いて過ごせ
る方が多いようです。

　芹川沿いで開催されている「サロンわかば」は、年
齢やお住まいの地域に関わりなく、参加できるカフェ
のようなサロンです。グラウンドゴルフの前にちょっと
立ち寄ってスタッフの方と話しながらコーヒーを飲んだ
り、散歩の途中で友達とおしゃべりしたり、それぞれ
が好きな形で利用できる居場所になっています。

彦根市にはHOTカフェん de（ほっと
かへんで）という認知症についてお話
ししたい人が集うカフェがあります。

もちろん、認知症の方も来られています。理解を深めることで、認知
症になっても安心して過ごせる居場所となるサロンも増えてきました。

“ 男 ” の居場所

空き家の活用

彦根市認知症 HOT サポートセンターでは、「認知症の
理解」「認知症の人への対応」等について出前講座を開
催しています。地域のサロン等に出向いてお話する事も
可能です。ぜひご活用ください。
TEL：0749-30-9601　FAX：0749-26-2500

「今日はサロンの日やで一緒に行きましょか？」
彦根市認知症 HOT サポートセンターからのメッセージ

　来る2025 年には、65歳以上の 5人に1人が認
知症になると言われています。認知症は誰もがな
り得る病気であり、多くの人にとって身近なものと
なっています。認知症の発症を遅らせ、また認知症
になっても重症化を予防しつつ、周囲や地域の理
解と協力の下、ご本人が希望を持って日常生活を
過ごせる地域社会の実現が求められます。
　現在、地域においてはサロンや宅老所など、多
様な居場所づくりに取り組まれていますし、おたが
いさんの気持ちで支え合いがなされています。認
知症と診断されたらすぐに介護保険サービスに移
行しなければならない、ということではありません。
通い慣れたサロンに今まで通り集うことや、また、

住み慣れた地域の中で活動に参加することも可能
です。その時に大切なことが、まわりの方々のちょっ
とした声かけや見守りです。「今
日はサロンの日やで、一緒に行
きましょか？」そうした一声でご
本人は安心して参加ができます。
周囲の方のご理解と支え合いを
お願いいたします。 認知症サポーターキャラバン

ロバ隊長
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オンラインで楽しむ ～出路町サロン集（つどい）～
　パソコンをつなぎ、画面を通して演奏を楽しむ
オンラインコンサートに、出路町サロン集の皆さ
んがチャレンジされました。
　演奏をお届けするのはボランティアグループ「ど
やさーず」の面々。高宮のスタジオから画面にサッ
クスを持ったおふたりが登場した瞬間、サロンの
会場には歓声が起こりました。演奏のリズムにあ
わせて、からだをゆすったり、サックスの音色によ
る曲あてクイズもあったり、頭の体操にもなりま
す。「懐メロや唱歌をお願いします！」とリクエス
トをたくさんいただき、ボランティアさんは次回

に向けて練習に励まれています。さあ、次はどこ
に出かけましょうか？！

こんなときだからこそ！！ 始まった新たなボランティアを紹介

　スマホやパソコンメールでのやり取りが主なコミュニケーションの手段になっ
ている今だからこそ、　文通という、懐かしく、ゆったりしたやり方で人の輪を
広げていきたい。そんな思いで活動がスタートしました。
　相手のことをあれこれと考えながら手紙を書く時間は、きっと受け取る人に
しっかり届いて、お互いの心をあったかくしてくれることでしょう♪

お役立ち情報
コロナ禍のなか、実際に集まることができなくても人と人の
つながりが絶えないように、いろんな工夫が生まれました！
そんな取り組みのいくつかをご紹介します。

　「フードバンクひこね」が一般家庭や地元企
業、農家の皆さんからお預かりした大切な食
品を、必要な人に届ける活動です。配布当日に
その場に集う人みんながボランティアスタッフ
として、受付、仕分けなどを分担して参加しま
す。まだ食べられるのに廃棄されるのはもった
いない！�フードロスの削減に取り組みます。

☆サロンへの出張依頼やボランティアグループの立上げなど、ボランティアに関するご相談は
地域づくりボランティアセンターまで、お気軽にご連絡ください☆　　TEL０７４９－２２－２８２１

１．文通ボランティア「ペンフレンズ」

2．フードパントリー

文通ボランティア
ペンフレンズ
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第１・３・５水曜日　9：30 ～ 12：30　　Facebook ライブ配信＆オンライントーク＆相談
以前は実際に集まって、自由にお茶を飲みながら語り合うスタイルで行っていた「ボラカフェ」
をオンラインと対面の両方で実施しています。

ボラカフェ

�9：30 ～10：00
10：00 ～12：00
10：00 ～
11：00 ～

12：00 ～

モーニングカフェコーナー【オンラインのみ】　　　　　　　　　　　　　　　　　 
ボランティアなんでも相談コーナー　　
Zoom の使い方教えて～って相談
With Mamma「オトナ女子変身企画」の相談
※オンラインでの相談の場合は、上の Zoom のお部屋へどうぞ。
　対面希望の方はウィズへ直接お越しください。

ひこね発 120　ケセラセラひこねラフターズさんがお昼の体操コーナーを
担当してくださいます。配信しますのでいっしょに楽しみましょう！

ある日の
ボラカフェ

特にテーマはなく、雑談
を楽しむ時間♪どんな
人が集まってるのかな？
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地域の「居場所」「つながり」「健康づくり」を目的にグッズを貸出します。お気軽にご活用ください。

■貸出対象　市内で高齢者や子ども等が集うサロンや広場・健康体操等の活動を行う団体

■貸出期間　２週間以内

貸出に関する要綱・申請書・貸出物品一覧はホームページからご覧（ダウンロード）いただけます。 
http://www.hikone-shakyo.or.jp/
※貸出物品一例：カロム・輪投げ・非接触型体温計・スクリーン・プロジェクター・マイクセット等々

地域活動を応援します！！

サロングッズ無料で貸出！！

おたすけートラ
（貸出用車両軽トラック）

地域活動用テント

■利用要件 市内で地域活動や防災訓練に取り組む団体
■貸出期間 原則 1 日��※ 8：30 ～１７：１５
■貸出料金 無料
■テントのサイズ 3m × 3m　  
　　　　　　　　　　 3m × 4.5m 
 　 ※ウォーターウェイトあり

■利用要件　　市内で地域活動や防災訓練に取り組む団体
　　　　　　　要事前申請　※免許証コピー・印鑑必要
■貸出期間　　原則 1 日　※ 8：30 ～１７：１５
■貸出料金　　走行距離 50 キロ以内は無料　
 ※ 50 キロ～ 60 キロ未満 500 円
 　 10 キロ毎に 100 円追加料金あり

■車種等 スズキキャリィ ＫＸ
 セーフティサポート仕様
 ドライブレコーダー付き
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サロンやおでかけに利用できます！！

おたがいさんさん号（移動外出支援用貸出車両）

車いす貸出

病院への通院やサロンのお出かけ・買い物送迎・子ども食堂送迎など福祉目的での使用
に貸出しています。
足の不自由な方などのために、サイドリフトアップシート（自分でボタンを押してシートが
昇降する機能）が付いています。

地域サロンや見守り訪問・暮らしの手助けなど、地域の見守り合い活動の推進に取り組む自治会

が対象となり、活動の立上げ・充実・拡充を図ることを目的としています。

定期的な見守り合い活動を展開し、かつ活動を振り返る場（見守り会議）を設ける自治会が対

象です。そんな活動を応援したいという思いの助成金です。

見守り合い活動推進助成金 ※この助成金は「赤い羽根共同募金」を活用しています。

■利用要件　　市内在住の方
■貸出期間　　原則２週間以内
■貸出料金　　無料

■車種 トヨタ「ノア」７人乗り
 ナビ /ドライブレコーダー付
 サイドリフトアップシート

個人の方や体験学習で使用される方など、様々な
方に広く貸出しています。ご本人が来られない場
合、代理の方でもお借りいただけます。

▲滋賀中央信用金庫寄贈

■利用要件　　  市内在住の方　
 要事前申請  ※免許証コピー・印鑑必要
■貸出期間　　  原則 1 日  ※ 8：30 ～17：15
■貸出料金     　走行距離 50 キロ以内は無料
 ※ 50 キロ～ 60 キロ未満 500 円
 　10 キロ毎に 100 円追加料金あり
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市内のサロン一覧市内のサロン一覧
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金亀体操とは「コツコツ続ける（根気）体操」のことで、元気で長生きを目指し、足腰の力を保ち、
向上させるために作られた彦根市のご当地体操です。
自主グループとは・・・金亀体操をメインに活動しているグループです。

市内の金亀体操自主グループ一覧市内の金亀体操自主グループ一覧

ひこね元気計画 21
キャラクター

まめこんまめこん コンキーくんコンキーくん
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市内の認知症カフェ一覧市内の認知症カフェ一覧

市内の宅老所一覧市内の宅老所一覧

認知症カフェとは・・・
認知症のある方やご家族の方、認知症に関心のある方や地域の方が気軽に立ち寄り、お茶を飲んだり、
お喋りができる場です。認知症カフェの情報は彦根市のホームページにも記載しています。

宅老所とは・・・
やすらぎふれあいの館という名称で彦根市の補助を受けて運営されている場です。宅老所の情報は
彦根市のホームページにも掲載しています。
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●�サロン一覧は令和 3 年12 月現在、本会で確認及び掲載許可を得ているものです。
　サロンに関するお問い合わせは彦根市社会福祉協議会までご連絡ください。
●�金亀体操、宅老所、認知症カフェ一覧は令和 3 年 12 月現在、彦根市医療福祉推進課で確認及び掲
載許可を得ているものです。

●�実施日・時間・内容等は変更になる場合があります。
●�各一覧表の“多世代”の欄に〇印があるものは、年齢を問わずに参加できます。“可 ”と表記しているヵ
所は、相談に応じて参加可能です。

掲載情報一覧について

　サロン活動に携わる人や参加されている人、興味や関心を持っている人や新たに立ち上げたいと思って
いる人など、多くの人に「やっぱりサロンっていいね！」と感じてもらえるように、実際の活動の様子やお
役立ち情報などをたくさん盛り込んだ冊子を作成しました。
　サロンがもつ楽しさや意味、集うことの効果など、この冊子には載せきれなかった魅力的な活動や情
報もまだまだありますので、ぜひお気軽に彦根市社会福祉協議会の「地域支え合い推進員」までお声が
けください。

やっぱりサロンっていいね！

ホームページ ツイッター インスタグラムフェイスブック

地域にある様々な見守り合い・助け合い活動の取組事例を発掘し、
随時発信しています。ぜひご覧ください！

　地域支え合い推進員（生活支援コーディネーター）は、市内の小学校区ごとに配置されています。誰
もが安心して暮らすことができる地域となるように、地域の困りごとを把握し、必要な取り組みを住民
のみなさんと一緒に考え、住民同士の助け合い・支え合いの仕組みづくりを応援しています。ぜひ、み
なさんの地域の宝物（人、歴史、文化、既存の取組など）を教えてください。人と人、人と地域をつな
げるお手伝いをします。みなさんの暮らしの場に出向いていきますので、お気軽にお声がけください。

知っトク・コラム③ 地域支え合い推進員って何？



※本冊子の作成の一部には、赤い羽根共同募金の地域助成金を活用しています。
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